
　５・６年生はビブリオバトルの最終決戦を行いました。自分が読んで心に残
った本、お薦めする本をプレゼンテーションします。５年生、６年生がそれぞ
れ学級で予選会を行い、各学年の代表４名ずつが最終決戦に臨みました。
　紹介される本の分野は多岐にわたります。本校の子どもたちは日頃から読書
に親しんでいるため、聴く側も紹介される本に関心があり積極的に質問などを
します。最終的に６年の寺山紘太さんが金メダル、佐藤健さんが銀メダル、５
年の遠藤結衣さんが銅メダルとなりました。順位に関係なく８名すべてが立派
なプレゼンテーションを行いました。特に６年生は、ほとんど原稿を見ること
なく、「自分の言葉で相手に本の内容やすばらしさ、自分が感じたことを伝え
る」ことができていました。小学生でビブリオバトルを行うのは、本校ならで
はの取り組みだと思うます。読書活動を推進するうえでも、子どもたちの情報発信力や表現力を育むうえでも
大切にしていきたいと思います。

　本校では毎年３年生が、総合的な学習として阿久津曲がりねぎについて学んでいます。１月１８日には２年
生が来年度に向けて、阿久津曲がりねぎの基礎知識や収穫までの流れについて学習し、種まきを行いました。
何事にも意欲的に取り組む２年生は、興味をもって話しを聞き、質問し、ワークシートにまとめたり記録用の
写真を撮影したりしました。
　今回も講師として、阿久津曲がりねぎ保存会会長の橋本昌幸様にお世話になりました。子どもたちにとって
体験を交えながら自分たちの住む地域の特徴や産業を学ぶことはとても貴重です。いつも快くご指導くださる
橋本様には感謝の気持ちでいっぱいです。橋本様によると、今年度の３年生が収穫した曲がりねぎは、とても
よいできばえだったということです。次年度も、おいしい曲がりねぎを味わえるといいですね。

　１月１９日の全校集会で、２年生が発表を行いま
した。本来は２学期に予定していましたが、２学期
後半は感染症対策のために全校集会をオンラインで
行っていたため、延期していました。
　はじめは「これはなんでしょう？」というクイズ
です。３つのヒントをもとに何を表しているかを考
えるクイズを楽しく行いました。次に谷川俊太郎さ
んの「きりなしうた」という詩を全員で群読しまし
た。どちらも明朗快活な雰囲気や表現力など、２年
生のよさが生かされた発表でした。自分の過去を思い起こすと、全校集会は先生方の話を黙って聞く我慢の時間と
いう印象ですが、現在の全校集会はちがいます。校長の話も短くしています。（笑）

　冬休み明けの感染症拡大を心配していましたが、現在のところ順調に３学期の教育活動が進んでおり、子どもた
ちは元気いっぱい授業や諸活動に取り組んでいます。子どもたちのすてきな笑顔やよい表情がたくさん見られる３
学期にしたいと考えています。計画通り３学期の教育活動を進めてまいりたいと考えていますが、インフルエンザ
の流行やインフルエンザとコロナウイルスの同時感染などの心配もあります。ご家庭におきましても、これまでど
おり、基本的な感染症対策および健康的な生活習慣の確立のためにご協力くださいますようお願いします。
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５・６年生　ビブリオバトル最終決戦を行いました

来年度の総合的な学習に向けて、2年生が曲がりねぎ学習

全校集会で2年生の発表がありました

おかげさまで順調に３学期の教育活動が進んでいます


